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１ 研究の背景 

近年、局地的な集中豪雨等により山地災害が頻発する中、計画的な治山

事業が進められているものの、地上作業による緑化が困難な小規模の急傾

斜崩壊地が放置状態で存在しており、新たな災害の発生要因となることが

懸念されている。 

急傾斜地の緑化技術として有人ヘリコプターによる航空実播１）技術があ

るが、小面積の崩壊地では高コストとなるほか、資材プラントやヘリポー

トの設置など工法も過大となることから、事業化が困難な状況にある。 

２ 目的 
急傾斜でアクセス困難な小面積崩壊地を緑化するため、遠隔操作が可能

で機動性の高いドローンを活用した航空実播技術を開発し、現地での実証

試験を実施する。 

３ 研究内容 
(1)ドローン航空実播技術の開発 

レーザ計測２）等で詳細な地形を把握し、ドローンの飛行能力、積載量に

対応した飛行プランを検討するとともに、既存の散布材料の改良やドロー

ン専用の散布機材の開発等に取り組む。 
 

(2)ドローン航空実播技術の現地実証試験 
開発した技術の現地実証試験を行い、植生状況、遷移状況３）を検証し、

ドローン緑化技術マニュアルを作成する。 

４ 研究のポイント 
急傾斜でアクセス困難な小面積崩壊地の緑化技術を開発することにより、

県民生活の安心・安全を確保することが可能となる。 
 
脚注 １）奥山の崩壊跡や山火事跡地などの荒廃山岳地を緑化する手段として，種子を混合した植生基

材をヘリコプター等により運搬し空中から散布することにより、植生回復と土砂流出防止を

図る工法。 
２）航空機に搭載したレーザ測距装置から地上に向けて放射状にレーザパルスを照射し、広範

囲に高密度・高精度な地表の座標(x,y)、高さ(z)を取得する測量方法。 
３）植物群落が、それ自身の作り出す環境の推移によって他の種類へと交代し、最終的には安

定した極相へと変化していくこと。 
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